
　市民の皆さまへ
　市民の皆さまには、日ごろ市政全般にわたりご理解とご協力をいただ
き、厚くお礼申し上げます。
　平成20年度予算について、3月議会において議会の皆さまから可決い
ただきましたので、「平成20年度予算特集号」をお届けします。ご覧い
ただき、一層のご協力とご提言をお願いします。

　南魚沼市が誕生して3年半余りが経過しようとしております。合併直
前の大地震、四半世紀ぶりの豪雪に見舞われるという予期せぬこともあ
りましたが、塩沢町との合併、広域水道企業団および広域連合の事務を引き継ぐなど、その規模を拡大しな
がら、新市の基礎固めに邁進してまいりました。ようやくそれができつつあり、平成20年度はその上に合
併のかたちを表していく初年度であると考えています。合併後10年の平成27年度までは、新市の発展を築
くための重要な時期で、ひざを屈しているだけでなく、伸び上がるための必要な施策に着実に取組んでいか
なければなりません。
　当市の財政状況は、実質公債費比率が「県下ワースト1」ということで、ご心配をおかけしておりますが、
国で地方の要望に応え21年度までの3か年「公的資金補償金免除繰上償還」として、5％以上の借入れにつ
いて現在の低利の資金へ借り換え等を認めることもあり、市の借入金の残高も着実に減少しております。ま
た、地方税の偏在是正対策として、新たに「地方再生対策費」が創設され、厳しい中にも一定の改善も図ら
れました。
　1年前の「天地人」の大河ドラマ決定は大変な喜びでした。国体の開催とともに南魚沼市を全国にPRす
る千載一遇のチャンスです。平成20年度予算では、前年度からの教育環境や子育て支援の整備・拡充と併
せ「天地人」および国体の成功に向けた取組みを重点施策といたしました。また、職員削減とともに職員給
与費や議員報酬の5％削減を引続きお願いし、人件費、内部経費の削減に努めたところです。
　詳しい事業内容は次頁以下に述べますが、厳しい財政状況のなか可能な限り南魚沼市の発展、市民生活の

向上に向けた予算編成を行いました。
　四季折々の自然がくっきりと美しいこの
地で、「自然・人・産業の和で築く安心の
まち」を将来像として、「生涯を地域で完
結できる市政」の実現に向けそれぞれの施
策を着実に実行してまいります。

　　南魚沼市長
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平成20年度の予算総額は

590億5,119万円
●平成20年度　各会計別予算

●長期借入金の状況

会　　　　　計
年度末残高見込

平成20年度 平成19年度 増減額

一 般 会 計 364億3,655万円 388億2,360万円 △23億8,705万円

下 水 道 特 別 会 計 337億7,054万円 334億9,113万円 2億7,941万円

水 道 事 業 会 計 180億9,952万円 190億 532万円 △9億 581万円

病 院 事 業 会 計 10億1,060万円 11億8,646万円 △1億7,586万円

合　　　　　計 893億1,721万円 925億 651万円 △31億8,930万円

参 

考
土地開発公社の借入額 14億円 14億7,000万円 △7,000万円

債務負担行為による支出見込額 22億4,164万円 24億5,508万円 △2億1,344万円

※債務負担行為とは、市が将来の負担を約束したもの（農道整備の借入金の償還に対する補助等）
　長期借入金の残高は、着実に減少しています。

会　　　　　計 平成20年度 平成19年度 増　減　額 増減率％

一 般 会 計 288億6,800万円 281億9,000万円 6億7,800万円 2.4

特　
別　
会　
計

国民健康保険特別会計 60億9,521万円 62億1,127万円 △1億1,606万円 △1.9

介 護 保 険 特 別 会 計 45億7,336万円 45億5,842万円 1,494万円 0.3

老 人 保 健 特 別 会 計 5億4,296万円 65億3,634万円 △59億9,338万円 △91.7

後期高齢者医療特別会計 5億2,644万円 — 5億2,644万円 新設

下 水 道 特 別 会 計 74億5,100万円 55億1,400万円 19億3,700万円 35.1

観 光 施 設 特 別 会 計 — 6,397万円 △6,397万円 廃止

訪 問 看 護 特 別 会 計 — 6,050万円 △6,050万円 廃止

公
営
企
業
会
計

水 道 事 業 会 計

収 益 26億 344万円 27億 277万円 △9,933万円 △3.7

資 本 40億9,740万円 16億9,935万円 23億9,805万円 141.1

計 67億 84万円 44億 212万円 22億9,872万円 52.2

病 院 事 業 会 計

収 益 40億5,426万円 39億7,526万円 7,900万円 2.0

資 本 2億3,912万円 1億9,206万円 4,706万円 24.5

計 42億9,338万円 41億6,732万円 1億2,606万円 3.0

合　　　　　計 590億5,119万円 597億 394万円 △6億5,275万円 △1.1

※観光施設特別会計は指定管理者制度へ、訪問看護特別会計は病院事業会計へ移行したため、廃止となりました。
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●基金の状況

会　　　　　計
年度末残高見込

平成20年度 平成19年度 増減額

一　
般　
会　
計

財 政 調 整 基 金 9億1,497万円 12億5,897万円 △3億4,400万円

減 債 基 金 952万円 952万円 —

国 際 交 流 基 金 1億2,053万円 1億2,824万円 △771万円

棚 村 基 金 1億 344万円 1億 564万円 △220万円

医 師 修 学 基 金 1,145万円 1,145万円 —

ふ る さ と 基 金 4億円 4億円 —

合 併 振 興 基 金 8億8,010万円 22億2,410万円 △13億4,400万円

計 24億4,001万円 41億3,792万円 △16億9,791万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 3億6,296万円 5億1,246万円 △1億4,950万円

介 護 保 険 特 別 会 計
貸 付 300万円 300万円 —

給 付 2億3,683万円 2億1,040万円 2,643万円

下 水 道 特 別 会 計 1億 250万円 1億 250万円 —

水 道 事 業 会 計 2,900万円 2,900万円 —

病 院 事 業 会 計 2,290万円 2,290万円 —

合　　　　　計 31億9,720万円 50億1,818万円 △18億2,098万円

※�財政調整基金から不足財源の穴埋めとして3億4,400万円を、合併振興基金から繰上償還に充てるため
の繰替運用として13億4,400億円を繰り入れます。

●財政健全化計画の達成見込の状況

健全化項目 5年間の
全体目標額

平成18年度
（実績）

平成19年度
（予算）

平成20年度
（予算） 3年間の合計 達成

見込率

人件費の抑制 30億8,500万円 3億9,600万円 5億8,500万円 6億9,500万円 16億7,600万円 54.3％

内 部 経 費 の
削 減 7億7,100万円 1億 400万円 1億5,200万円 1億9,000万円 4億4,600万円 57.8％

投資的経費の
抑 制 9億8,700万円 2億3,700万円 1億3,400万円 1億5,900万円 5億3,000万円 53.7％

行 政 水 準 の
明 確 化 4億9,300万円 8,100万円 1億 300万円 1億3,200万円 3億1,600万円 64.1％

繰 出 金 の
見 直 し 11億5,000万円 2億 800万円 2億4,600万円 2億1,700万円 6億7,100万円 58.3％

公債費の削減 2億5,100万円 0 0 3,300万円 3,300万円 13.1％

歳 入 の 確 保 3億6,300万円 5,000万円 6,700万円 7,400万円 1億9,100万円 52.6％

合　　計 71億円 10億7,600万円 12億8,700万円 15億円 38億6,300万円 54.4％

※�平成19年度に財政健全化計画の見直しを行っています。
※達成見込率は、全体目標額に対する平成18〜20年度の達成率を表しています。
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主要施策
●教育環境の充実

◦学校耐震補強事業（浦佐小学校、大和中学校、塩沢中学校）
◦五十沢地区小学校統合事業　◦塩沢地区給食センター建設事業　◦教育特区事業

●子育て支援の拡充

◦妊婦健診の助成回数拡充　◦学童保育事業委託の拡充　◦保育園耐震診断
◦保育園冷房設備整備事業　◦ほのぼの広場の開催回数の増加　◦認定こども園への助成

●コミュニティ活動の推進

●大河ドラマ「天地人」プロジェクトの推進

●2009年国体の準備

●財政健全化の推進

◦議員報酬・職員給与の5％削減　◦コンビニ収納の準備　◦行政財産の有効活用
◦経常経費の5％削減　◦公的資金の補償金免除繰上償還の実施

○
新
規 

胃
が
ん
検
診
車
整
備
事
業
費

 

（
6
、0
3
0
万
円
）

　

魚
沼
地
域
胃
集
団
検
診
協
議
会
に
お

け
る
検
診
車
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

○
新
規 

後
期
高
齢
者
保
健
事
業
費

 

（
1
、5
3
6
万
円
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
委

託
を
受
け
、
後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査

を
実
施
し
ま
す
。

○
拡
大 

予
防
対
策
事
業
費

 

（
9
、1
6
9
万
円
）

　

乳
幼
児
の
う
ち
に
免
疫
力
を
つ
け
、

健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
の
事
業
で

す
。
ま
た
、
抵
抗
力
の
衰
え
た
高
齢
者

に
対
す
る
罹
患
予
防
お
よ
び
重
症
防
止

の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
今
年

度
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
集
団
接
種
か
ら

個
別
接
種
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、
中

学
1
年
生
と
高
校
3
年
生
に
相
当
す
る

年
齢
の
者
を
対
象
に
、
5
年
間
麻
し
ん

風
し
ん
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

○
基
礎
健
診
事
業
費

 
　
（
1
、7
1
7
万
円
）

　

健
康
診
査
に
よ
り
健
康
づ
く
り
の
認

識
を
高
め
、
生
活
習
慣
病
予
防
お
よ
び

発
病
抑
制
に
努
め
て
健
康
寿
命
の
延
伸

に
取
り
組
み
ま
す
。

○
住
民
健
診
事
業
費

 

（
6
、8
2
9
万
円
）

　

各
種
が
ん
検
診
事
業
に
よ
る
疾
患
の

早
期
発
見
お
よ
び
重
症
化
防
止
に
取
り

組
み
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
対
策
費

 

（
3
億
4
、6
8
8
万
円
）

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
基
準

に
基
づ
き
、
職
員
給
与
費
、
保
険
税
の

軽
減
分
の
補
て
ん
お
よ
び
出
産
育
児
一

時
金
の
3
分
の
2
な
ど
の
費
用
を
繰
出

し
、
加
入
者
に
対
す
る
福
祉
お
よ
び
保

健
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

保
健
・
医
療
・
福
祉

■
ま
ち
づ
く
り
の
目
標�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

�

地
域
ぐ
る
み
で
つ
く
る
健
康
・
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち

第1
健
康
の
増
進
と

予
防
医
療
の
推
進

1
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○
医
療
機
器
等
整
備
事
業
費

 

［
病
院
会
計
］（
5
、2
6
6
万
円
）

　

大
和
病
院
お
よ
び
城
内
病
院
の
医
療

機
械
を
整
備
し
、
良
質
な
医
療
環
境
を

目
指
し
ま
す
。

○
病
院
事
業
対
策
費

 

（
2
億
8
、6
7
8
万
円
）

　

地
域
医
療
体
制
を
維
持
す
る
た
め
市

立
病
院
の
運
営
に
対
し
繰
出
金
を
支
出

し
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
し
ま
す
。

○
休
日
救
急
診
療
所
費

 

（
3
、7
4
0
万
円
）

　

休
日
に
病
気
・
け
が
な
ど
の
あ
っ
た

場
合
、
医
師
の
診
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
救
急
対
応
す
る
た
め
の
事
業
を
行
い

ま
す
。

○
新
規 

保
育
園
冷
房
設
備
整
備
事
業

 

（
1
、6
0
0
万
円
）

　

園
児
の
昼
寝
の
場
所
に
つ
い
て
、
未

整
備
と
な
っ
て
い
た
保
育
園
16
園
に
冷

房
設
備
を
設
置
し
、
平
準
化
を
図
る
と

と
も
に
、
猛
暑
時
の
健
康
管
理
と
事
故

防
止
に
努
め
ま
す
。

○
新
規 

保
育
園
大
規
模
改
修
事
業

 

（
2
5
0
万
円
）

　

老
朽
化
し
た
四
十
日
保
育
園
を
、
平

成
21
年
度
に
大
規
模
改
修
・
耐
震
化
工

事
を
す
る
た
め
、
耐
震
化
診
断
と
実
施

設
計
を
委
託
し
ま
す
。

○
拡
大 

学
童
保
育
対
策
事
業
費

 

（
6
、4
9
3
万
円
）

　

南
魚
沼
学
童
保
育
協
議
会
を
法
人
化

し
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
す
ま
い
る
ネ
ッ
ト

南
魚
沼
」
へ
市
立
10
学
童
ク
ラ
ブ
の
事

業
を
委
託
し
ま
す
。
ま
た
、私
立
の「
金

城
ク
ラ
ブ
」、「
わ
か
ば
ク
ラ
ブ
」
へ
も

事
業
委
託
を
行
い
、
児
童
の
健
全
育
成

と
働
く
親
の
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

○
拡
大 

私
立
保
育
園
委
託
事
業
費

 

（
2
億
4
、7
7
9
万
円
）

　

私
立
「
野
の
百
合
保
育
園
」、「
わ
か

ば
保
育
園
」
に
、
平
成
20
年
度
か
ら
新

た
に
設
置
さ
れ
る
「
金
城
保
育
園
」
を

加
え
、児
童
数
1
4
3
人
（
4
月
現
在
）

を
保
育
す
る
た
め
に
委
託
を
し
ま
す
。

○
拡
大 

母
子
保
健
事
業
費

 

（
2
、7
2
3
万
円
）

　

妊
婦
一
般
健
康
診
査
の
回
数
を
2
回

か
ら
5
回
に
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
母

子
の
健
全
な
発
育
を
支
援
す
る
た
め
に

健
診
・
訪
問
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○ 

乳
児
・
こ
ど
も
・
妊
産
婦
医
療
費

　

助
成
事
業
費

 

（
1
億
2
、5
6
1
万
円
）

　

こ
ど
も
お
よ
び
妊
産
婦
の
医
療
費
に

つ
い
て
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
そ
の
一
部
を
助
成
し
、
子
育
て
の

支
援
を
し
ま
す
。
妊
産
婦
の
医
療
費
に

つ
い
て
は
自
己
負
担
分
（
保
険
適
用
分

の
み
）
全
額
を
助
成
し
無
料
化
し
て
い

ま
す
。

○
拡
大 

地
域
生
活
支
援
事
業

 

（
7
、1
5
2
万
円
）

　

相
談
・
支
援
事
業
を
行
う
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
の
費
用
、
日
常
生
活
用

具
、
日
中
一
時
支
援
、
移
動
支
援
、
小

出
養
護
学
校
通
学
バ
ス
の
助
成
な
ど
を

行
い
ま
す
。

○
心
身
障
害
者
助
成
事
業
費

 
（
3
、3
1
4
万
円
）

　

移
動
困
難
な
障
が
い
者
に
、
タ
ク

シ
ー
利
用
券
な
ど
の
支
給
と
精
神
障
が

い
者
の
入
院
費
用
に
つ
い
て
そ
の
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
授
産
施
設
で

訓
練
す
る
障
が
い
者
へ
費
用
を
補
助
し

支
援
し
ま
す
。

○
心
身
障
害
者
医
療
費
等
助
成
事
業
費

 

（
1
億
1
、1
0
1
万
円
）

　

重
度
心
身
障
が
い
者
の
医
療
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

○
特
別
障
害
者
手
当
等
給
付
事
業

 

（
8
、3
4
0
万
円
）

　

重
度
心
身
障
が
い
者
で
在
宅
の
方

に
、
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

○
自
立
支
援
事
業

 

（
5
億
6
、2
5
8
万
円
）

　

�

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
（
在
宅
、
通
所
、
入
所
、

補
装
具
な
ど
）
に
対
し
給
付
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
更
生
医
療
、

育
成
医
療
お
よ
び
精
神
通
院
医
療
が
自

立
支
援
医
療
と
し
て
一
本
化
さ
れ
、
こ

れ
ら
に
も
医
療
給
付
を
行
い
ま
す
。

地
域
完
結
型

保
健
医
療
体
制
の
構
築

2
子
育
て
支
援
の
充
実

3

障
害
者
福
祉
の
充
実

4
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○
新
規 
後
期
高
齢
者
医
療
対
策
費

 
（
6
億
9
、9
2
4
万
円
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
、
職

員
給
与
費
、
事
務
費
お
よ
び
保
険
料
の

軽
減
分
の
補
て
ん
の
費
用
を
繰
出
し
ま

す
。
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
療

養
給
付
費
の
12
分
の
1
と
広
域
連
合
事

務
共
通
経
費
を
負
担
し
ま
す
。

○
新
規 

魚
沼
荘
大
規
模
修
繕
事
業
費

 

（
1
、0
5
0
万
円
）

　

ア
ス
ベ
ス
ト
封
じ
込
め
な
ど
の
工
事

お
よ
び
厨
房
設
備
改
修
工
事
を
行
い
ま

す
。

○
敬
老
会
事
業
費
（
1
、5
8
3
万
円
）

　

長
寿
祝
い
と
し
て
米
寿
（
88
歳
）
に

祝
い
状
（
額
付
）、
1
0
0
歳
の
長
寿

者
に
は
2
万
円
の
祝
い
金
、祝
い
状（
額

付
）
を
贈
呈
し
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区

敬
老
会
事
業
に
対
し
、
77
歳
以
上
の
参

加
者
1
人
2
、3
0
0
円
、
欠
席
者
1

人
1
、0
0
0
円
を
助
成
し
ま
す
。

○
生
活
支
援
事
業
費

 

（
4
、7
1
0
万
円
）

　

要
介
護
高
齢
者
家
族
手
当
（
要
介

護
4
以
上
で
一
定
期
間
以
上
在
宅
で
介

護
の
場
合
3
万
円
支
給
）、
一
人
暮
ら

し
等
高
齢
者
へ
の
緊
急
通
報
装
置
設
置

2
5
0
人
分
、
低
所
得
高
齢
者
の
寝
具

洗
濯
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
80
人
分
、
市
社
協

へ
委
託
し
て
の
心
配
ご
と
相
談
事
業
3

地
域
分
、
高
齢
者
等
要
援
護
住
宅
除
雪

援
助
委
託
料
2
0
0
世
帯
分
、
在
宅
高

齢
者
紙
お
む
つ
給
付
3
6
0
人
分
の
事

業
費
を
計
上
し
、
在
宅
高
齢
者
へ
の
生

活
支
援
と
し
て
事
業
を
行
い
ま
す
。

○
介
護
保
険
対
策
費

 

（
6
億
8
、4
5
9
万
円
）

　

介
護
保
険
制
度
は
、
65
歳
以
上
の
被

保
険
者
が
負
担
す
る
保
険
料
、
40
歳
〜

64
歳
の
方
が
負
担
す
る
保
険
料
の
ほ

か
、
国
・
県
・
市
が
一
定
の
率
に
応
じ

て
負
担
す
る
財
源
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
運
営
の
た
め
、
特
別
会
計

へ
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
12
・
5
％

の
ほ
か
、
人
件
費
を
含
む
事
務
費
な
ど

高
齢
者
福
祉
の
充
実

5

を
負
担
し
な
が
ら
、
適
正
な
執
行
と
制

度
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
の
社
会
福
祉
法
人
が
提
供
す
る
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
低
所
得

者
の
経
費
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
県

の
介
護
保
険
事
業
費
補
助
金
（
補
助
率

4
分
の
3
）
の
交
付
を
受
け
て
実
施
し

ま
す
。

○
新
規  

旧
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
規
模 

改
修
事
業
費　

 

（
1
億
6
、1
1
9
万
円
）

　

補
強
工
事
を
実
施
し
て
現
在
利
用
休

止
し
て
い
る
施
設
の
再
利
用
を
図
り
ま

す
。

○
社
会
福
祉
協
議
会
推
進
事
業
費

 

（
4
、5
6
7
万
円
）

　

社
会
福
祉
法
第
1
0
9
条
で
、
市
の

地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
た
め
に
設
立

さ
れ
て
い
る
社
会
福
祉
協
議
会
の
人
件

費
な
ど
を
補
助
し
ま
す
。

○
民
生
児
童
委
員
事
業
費

 

（
1
、4
2
5
万
円
）

　

厚
生
労
働
大
臣
が
委
嘱
し
、
地
域
住

民
の
相
談
・
支
援
や
福
祉
行
政
へ
の
協

力
を
職
務
と
す
る
民
生
委
員
児
童
委
員

の
活
動
費
を
支
給
し
ま
す
。

○
住
宅
貸
付
制
度
事
業
費

 

（
9
0
0
万
円
）

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の
住
宅

整
備
・
改
修
費
に
対
す
る
融
資
を
実
施

し
ま
す
。

○
生
活
保
護
施
設
費

 

（
1
、8
7
7
万
円
）

　

生
活
保
護
法
に
基
づ
く
救
護
施
設
の

運
営
経
費
を
負
担
し
ま
す
。

○
扶
助
費 

（
1
億
5
、0
0
0
万
円
）

　

困
窮
の
た
め
最
低
限
度
の
生
活
を
維

持
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
の
生
活
を

保
障
す
る
た
め
の
各
種
扶
助
を
行
い
ま

す
。

地
域
福
祉
の
推
進

6
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○
新
規 

教
育
特
区
事
業

 

（
1
、5
6
2
万
円
）

　

小
学
校
（
5
校
）
の
総
合
、
生
活
科

の
授
業
の
振
替
え
に
よ
り
「
国
際
科
」

を
新
設
、
国
際
大
学
留

学
生
等
に
よ
る
国
際
理

解
教
育
お
よ
び
Ａ
Ｌ
Ｔ

に
よ
る
英
語
教
育
を
実

施
し
ま
す
。

○
新
規  

国
際
交
流
お
よ
び
文
化
・ 

ス
ポ
ー
ツ
基
金
事
業

 

（
7
7
1
万
円
）

　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
レ
ッ
ジ

構
想
と
し
て
国
際
大
学
留
学
生
等
を
講

師
に
招
き
、
各
種
講
演
会
・
授
業
を
実

施
し
ま
す
。ま
た
、中
学
生
の
海
外
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
実
施
し
、
体
験
活
動
を
通

じ
て
国
際
交
流
を
図
り
ま
す
。

○
新
規  

五
十
沢
地
区
小
学
校
統
合 

整
備
事
業
費

 

（
2
、8
4
8
万
円
）

　

老
朽
化
し
た
五
十
沢
小
学
校
と
西

五
十
沢
小
学
校
を
統
合
し
、
五
十
沢
中

学
校
に
合
築
し
て
整
備
す
る
た
め
の
設

計
を
委
託
し
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実

1

○
新
規  

塩
沢
地
区
給
食
セ
ン
タ
ー 

建
設
事
業 

 

（
1
、5
0
0
万
円
）

　

塩
沢
小
・
中
学
校
給
食
棟
の
老
朽
化

に
伴
い
、
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
会
の
答
申
を
得
て
建
設
す
る
給
食

セ
ン
タ
ー
の
設
計
を
委
託
し
ま
す
。

○
校
舎
耐
震
補
強
事
業

 

（
1
億
8
、3
6
3
万
円
）

　

学
校
建
築
年
数
の
経
過
お
よ
び
老
朽

化
に
伴
い
、
浦
佐
小
学
校
、
塩
沢
中

学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
と
、
大
和

中
学
校
の
耐
震
二
次
診
断
を
実
施
し
ま

す
。

○
さ
わ
ら
び
大
規
模
改
修
事
業
費

 

（
3
、5
0
0
万
円
）

　

照
明
操
作
卓
等
舞
台
照
明
機
器
の
交

換
、
改
修
お
よ
び
空
調
設
備
（
2
台
）

の
改
修
を
行
い
ま
す
。

○
市
民
会
館
大
規
模
改
修
事
業
費

 

（
7
、2
0
0
万
円
）

　

大
ホ
ー
ル
舞
台
装
置
の
交
換
お
よ
び

修
繕
を
行
い
ま
す
。

○
文
化
施
設
運
営
委
託
事
業
費

 

（
7
、8
4
6
万
円
）

　

南
魚
沼
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

へ
の
管
理
運
営
委
託
を
行
い
、
協
調
し

て
文
化
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
図
書
館
管
理
運
営
費

 

（
1
、3
4
7
万
円
）

　
「
暮
ら
し
に
役
立
つ
図
書
館
」「
地
域

課
題
に
対
応
す
る
図
書
館
」
を
目
指
す

と
と
も
に
市
民
に
親
し
ま
れ
る
図
書
館

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

○
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
運
営
費

 

（
1
4
8
万
円
）

　

妊
産
婦
・
乳
幼
児
の
保
護
者
に
対
し

て
、
親
子
関
係
作
り
・
仲
間
作
り
の
支

援
を
し
ま
す
。
関
係
機
関
と
連
携
し
て

青
少
年
の
健
全
育
成
や
非
行
防
止
に
努

め
ま
す
。

○
坂
戸
城
跡
整
備
事
業 

（
2
7
8
万
円
）

　

御
舘
の
石
垣
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
試

掘
調
査
を
行
い
ま
す
。

○
南
魚
沼
市
郷
土
史
編
さ
ん
事
業
費

 

（
6
1
9
万
円
）

　

六
日
町
町
史
資
料
編
3
巻
の
内
、
第

2
巻
「
近
世
、
近
現
代
」
の
発
刊
準
備

作
業
と
、
六
日
町
町
史
、
未
発
刊
分
の

大
和
町
史
の
編
さ
ん
の
た
め
、
資
料
の

調
査
、
収
集
整
理
お
よ
び
保
存
作
業
を

進
め
ま
す
。

○ 

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
取
組 

事
業
費 

（
3
9
6
万
円
）

　
「
浦
佐
毘
沙
門
堂
の
裸
押
し
合
い
の

習
俗
」
記
録
保
存
の
選
択
を
受
け
、
今

年
度
は
調
査
報
告
書
を
作
成
し
ま
す
。

第2
教
育
・
文
化

■
ま
ち
づ
く
り
の
目
標�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

�

学
ぶ
喜
び
・
文
化
を
は
ぐ
く
む
喜
び
の
あ
る
ま
ち

生
涯
学
習
の
充
実

2

地
域
・
家
庭
教
育
の
充
実

3
地
域
文
化
の
振
興

4
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○
新
規 

循
環
型
社
会
形
成
推
進
事
業

 

（
1
、1
0
0
万
円
）

　

ス
ラ
グ
用
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
建
設
お

よ
び
旧
ご
み
処
理
施
設
解
体
工
事
の
基

本
計
画
、実
施
設
計
の
作
成
を
し
ま
す
。

○
ご
み
減
量
化
推
進
事
業

 

（
4
1
4
万
円
）

　

資
源
ご
み
な
ど
の
団
体
回
収
ま
た
は

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
に
補
助
を
行

い
、
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
し
ま
す
。

○
ご
み
処
理
費

 

（
2
億
8
、3
1
9
万
円
）

　

良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
の
た
め
、

不
法
投
棄
ご
み
処
理
、
ご
み
収
集
の
委

託
、
大
和
地
域
ご
み
処
理
委
託
、
市
公

共
施
設
ご
み
収
集
業
務
の
委
託
を
行
い

ま
す
。

○
し
尿
等
処
理
施
設
費

 
（
1
億
4
、2
4
7
万
円
）

　

年
間
を
通
じ
て
安
定
的
・
効
率
的
な

処
理
が
行
え
る
よ
う
施
設
の
適
正
な
管

理
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
し
尿
処
理
施
設
大
規
模
改
修
事
業
費

 

（
1
億
2
、4
1
6
万
円
）

　

施
設
老
朽
化
に
伴
い
今
後
10
年
程
度

の
延
命
化
を
図
る
た
め
に
、
施
設
の
大

規
模
改
修
工
事
を
平
成
19
・
20
年
度
の

2
年
間
の
継
続
事
業
で
行
い
ま
す
。

○
可
燃
ご
み
処
理
施
設
費

 

（
5
億
4
、0
0
5
万
円
）

　

可
燃
ご
み
処
理
施
設
は
、
安
全
で
適

正
な
運
転
管
理
を
行
い
、
環
境
負
荷
を

低
減
し
て
い
ま
す
。　

○
不
燃
ご
み
処
理
施
設
費

 

（
9
、8
9
4
万
円
）

　

年
間
を
通
じ
た
安
定
的
な
ご
み
処
理

が
で
き
る
よ
う
、
適
正
な
管
理
運
営
に

努
め
ま
す
。

○
克
雪
住
宅
推
進
事
業

 

（
1
、5
3
7
万
円
）

　

屋
根
雪
処
理
に
伴
う
過
重
な
作
業
や

危
険
の
軽
減
と
、
冬
期
の
住
環
境
の

改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
消
雪
用
地
下

水
の
過
剰
な
汲
み
上
げ
を
節
減
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
地
盤
沈
下
の
抑
制
を
目
的

に
、
住
宅
の
克
雪
化
（
融
雪
式
ま
た
は

耐
雪
式
）
に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

○
文
化
振
興
補
助
事
業（
6
9
1
万
円
）

　

ト
ミ
オ
カ
ホ
ワ
イ
ト
美
術
館
お
よ
び

そ
の
他
文
化
芸
能
団
体
の
活
動
を
支
援

す
る
た
め
に
事
業
費
を
補
助
し
ま
す
。

○
新
規  

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
事
業
費

 

（
1
、5
0
0
万
円
）

　
「
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼
」
は
、
築

20
年
を
迎
え
今
後
も
利
用
者
に
対
し
て

快
適
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に

改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
費

 

（
7
2
9
万
円
）

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
南

魚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
の
運
営
を

補
助
し
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
お
よ
び

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
し
ま
す
。

○
体
育
施
設
管
理
委
託
事
業
費

 

（
6
、5
7
9
万
円
）

　

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
管

理
運
営
し
、
市
民
の
健
康
増
進
、
青
少

年
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

○
国
体
推
進
費 

（
6
、9
0
9
万
円
）

　

ト
キ
め
き
新
潟
国
体
の
競
技
別
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
を
開
催
し
、
大
会
運
営

の
習
熟
を
図
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
組

織
の
改
善
や
施
設
の
整
備
を
進
め
、
国

体
の
開
催
準
備
に
万
全
を
期
し
ま
す
。

○
男
女
共
同
参
画
推
進
費 

（
31
万
円
）

　

男
女
共
同
参
画
推
進
市
民
会
議
を
中

心
と
し
て
、
市
民
に
対
す
る
啓
蒙
・
啓

発
活
動
を
着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

5

共
感
と
共
生
の

ま
ち
づ
く
り

6

第3
環
境
共
生

■
ま
ち
づ
く
り
の
目
標�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

�

豊
か
な
自
然
と
と
も
に
生
き
、
1
0
0
年
後
の
子
ど
も
た
ち

に
引
き
継
い
で
い
く
ま
ち

循
環
型
社
会
の
創
造

1
生
活
環
境
の
向
上

2
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○
国
土
調
査
事
業 

（
3
、9
5
5
万
円
）

　

平
成
20
年
度
は
、
五
日
町
地
区
1.2
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
一
筆
地
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
五
日
町
地
区
0.63
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
認
証
・
登
記
ま
で

実
施
し
ま
す
。

○
都
市
計
画
基
礎
調
査
事
業

 

（
1
0
0
万
円
）

　

魚
沼
基
幹
病
院
と
そ
の
周
辺
部
の
用

途
地
域
の
都
市
計
画
決
定
を
す
る
た
め

に
調
査
し
ま
す
。

○
ま
ち
な
み
空
間
創
出
整
備
支
援
事
業

 

（
2
、6
9
5
万
円
）

　

塩
沢
地
内
で
着
手
し
て
い
る
県
営
街

路
中
通
り
線
（
県
道
仲
田
塩
沢
線
）
改

良
工
事
に
合
わ
せ
て
、
沿
線
住
民
が
建

築
協
定
を
結
び
、
宿
場
町
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
街
並
み
景
観
を
形
成
す
る
と
と
も

に
、
私
有
地
に
雁
木
を
設
置
し
、
ゆ
と

り
あ
る
歩
行
者
空
間
を
創
出
し
て
い
ま

す
。
こ
の
雁
木
設
置
事
業
に
対
し
、
県

お
よ
び
市
で
補
助
し
ま
す
。

○
斎
場
改
築
事
業 

（
9
、4
0
0
万
円
）

　

基
本
計
画
に
基
づ
き
斎
場
の
実
施
計

画
の
策
定
、
擁
壁
工
事
を
含
め
た
土
地

造
成
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

○
道
路
新
設
改
良
事
業

 

（
5
億
9
、1
5
4
万
円
）

　

市
内
各
路
線
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

○ 

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
（
塩
沢
地
区
）

事
業 

（
3
、0
9
0
万
円
）

　

地
域
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
環
境
な

ど
の
特
性
を
活
か
し
た
地
域
主
導
の
個

性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
し
、

都
市
の
再
生
を
効
率
的
に
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
生
活
の
質
の

向
上
と
地
域
経
済
・
社
会
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

計
画
的
な
土
地
利
用
の

推
進

1 第4
都
市
基
盤

■
ま
ち
づ
く
り
の
目
標�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

�

安
全
・
快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る
生
活
が
で
き
る
ま
ち

○
大
和
Ｉ
Ｃ
整
備
事
業

 

（
1
億
9
、1
4
2
万
円
）

　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
大

型
車
乗
り
入
れ
、24
時
間
利
用
に
向
け
、

高
速
道
路
へ
の
取
付
市
道
整
備
を
行
い

ま
す
。

○
浦
佐
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
事
業

 

（
1
、1
7
0
万
円
）

　

浦
佐
駅
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
事
業
主
体

と
な
り
、
3
か
年
計
画
の
2
年
目
と
し

て
、
新
幹
線
ホ
ー
ム
下
り
線
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

○
道
路
環
境
整
備
事
業

 
（
1
億
2
、6
8
0
万
円
）

　

浦
佐
黒
土
新
田
線
、天
王
町
8
号
線
、

島
泉
盛
寺
線
に
つ
い
て
、
道
路
環
境
整

備
事
業
（
補
助
事
業
）
で
整
備
を
行
い

ま
す
。

○
ス
ノ
ー
ト
ピ
ア
合
併
事
業

 

（
1
億
5
、0
0
5
万
円
）

　

市
街
地
の
除
排
雪
と
地
下
水
汲
み
上

げ
節
減
に
効
果
的
な
流
雪
溝
の
取
水
・

送
水
施
設
整
備
事
業
で
す
。

　

本
年
度
は
中
継
ポ
ン
プ
場
機
械
・
電

気
設
備
と
送
水
管
を
施
工
し
ま
す
。

○
流
雪
溝
整
備
事
業

 

（
3
、3
4
8
万
円
）

　

送
水
管
布
設（
ス
ノ
ー
ト
ピ
ア
事
業
）

の
完
了
し
た
区
域
に
流
雪
溝
を
新
設
す

る
事
業
で
す
。
本
年
度
は
、
駅
裏
小
栗

山
線
を
施
工
し
ま
す
。

○
除
雪
機
械
整
備
事
業

 

（
3
、4
0
0
万
円
）

　

市
道
の
効
率
的
な
除
雪
の
実
施
に
向

け
、
1
台
の
除
雪
機
を
更
新
し
ま
す
。

○
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

 

（
9
0
2
万
円
）

　

今
後
、
発
生
が
予
想
さ
れ
る
地
震
に

よ
る
倒
壊
を
防
ぎ
、
市
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
住
環
境
の
形
成
を
図
る
た
め
、
昭

和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建
築
確
認
を

得
て
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
に
対
し
て

耐
震
化
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
耐
震
診

断
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

交
通
体
系
の
整
備

2

ひ
と
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り

3

住
環
境
の
整
備

4
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○
県
営
事
業
負
担
金

 

（
5
、1
4
0
万
円
）

　

農
業
生
産
基
盤
な
ど
の
整
備
を
県
営

事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

○
土
地
改
良
事
業
費

 

（
2
億
8
、5
7
6
万
円
）

　

土
地
改
良
区
で
実
施
し
た
農
道
な
ど

の
整
備
に
係
る
償
還
金
の
補
助
を
行
い

ま
す
。

○
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
推
進
事
業

 

（
3
、5
3
2
万
円
）

　

安
全
・
安
心
な
良
質
米
の
生
産
に
努

め
、
的
確
な
需
要
調
整
に
取
り
組
み
南

魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
需
要
拡
大
と
競

争
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

 

（
7
、8
9
4
万
円
）

　

中
山
間
地
に
お
け
る
農
業
の
持
つ
多

面
的
機
能
の
維
持
、
増
進
を
図
る
た

め
自
律
的
、
か
つ
継
続
的
な
農
業
生
産

活
動
を
行
う
44
集
落
に
支
援
を
行
い
ま

す
。（
大
和
8
、
六
日
町
11
、
塩
沢
25
）

○ 

流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業

　
「
下
水
道
特
別
会
計
」

 
（
2
億
4
7
0
万
円
）

　

小
栗
山
、
六
日
町
駅
西
お
よ
び
石
打

地
区
の
面
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

六
日
町
東
裏
排
水
区
に
お
け
る
浸
水

対
策
と
し
て
雨
水
貯
留
槽
を
設
置
し
ま

す
。

○ 

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

　
「
下
水
道
特
別
会
計
」

 

（
17
億
4
、7
4
0
万
円
）

　

大
和
地
域
（
八
岡
、
城
山
新
田
、
荒

山
お
よ
び
大
倉
地
区
）六
日
町
地
域（
西

泉
田
お
よ
び
奥
地
区
）
お
よ
び
塩
沢
地

域
（
天
野
沢
、
長
崎
、
竹
俣
、
竹
俣
新

田
お
よ
び
大
沢
地
区
）
の
面
整
備
を
進

め
ま
す
。

○ 

大
和
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
水
処
理

　

施
設
増
設
工
事「
下
水
道
特
別
会
計
」

 

（
3
億
2
、9
8
0
万
円
）

　

土
木
・
建
築
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

○
下
水
道
事
業
対
策

 

（
16
億
8
、8
3
0
万
円
）

　

下
水
道
特
別
会
計
に
対
し
て
起
債
元

利
償
還
金
お
よ
び
市
町
村
整
備
浄
化
槽

維
持
管
理
費
な
ど
を
繰
出
し
ま
す
。

○
上
水
道
事
業
対
策

 

（
7
億
3
、3
3
0
万
円
）

　

資
本
費
が
高
額
と
な
り
、
高
水
準
の

料
金
を
設
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
り
、
料
金
格
差
の
縮
小
を
図
る
た
め

に
、
資
本
費
の
一
部
に
充
当
す
る
た
め

に
繰
出
し
ま
す
。

○
河
川
管
理
費 

（
2
、1
8
4
万
円
）

　

県
か
ら
委
託
を
受
け
、
一
級
河
川
の

除
草
お
よ
び
準
用
河
川
等
の
維
持
管
理

を
行
い
ま
す
。

上
下
水
道
の
整
備

5

防
災
施
設
の
整
備

6

第5
産
業
振
興

■
ま
ち
づ
く
り
の
目
標�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

�

豊
か
な
自
然
を
活
か
し
、
自
然
に
や
さ
し
く
力
強
い
産
業
の

ま
ち

農
業
の
振
興

1

○
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

　

事
業 

（
1
、9
9
3
万
円
）

　

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。
共
同
活
動
支
援

と
し
て
38
組
織
、
先
進
的
営
農
支
援
・

営
農
基
礎
活
動
支
援
を
10
組
織
、
そ
れ

ぞ
れ
支
援
し
ま
す
。

○
家
畜
指
導
診
療
所
費

 

（
1
、3
5
7
万
円
）

　

地
域
畜
産
農
家
の
経
営
安
定
の
た
め

各
種
業
務
を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
実

施
し
ま
す
。
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○
新
規 
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
事
業
費

 

（
4
6
8
万
円
）

　

地
球
温
暖
化
の
防
止
、
循
環
型
社
会

の
形
成
、農
山
村
の
活
性
化
に
向
け
て
、

地
域
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
総
合
的
利
活

用
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
に
バ
イ

オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

○
新
規  

安
全
・
快
適
な
林
道
再
生 

事
業 

（
2
6
0
万
円
）

　

広
域
的
な
林
道
を
中
心
に
崩
壊
箇
所

等
を
修
復
す
る
林
道
再
生
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

○
林
道
大
崎
水
尾
線
開
設
事
業

 

（
2
、4
6
6
万
円
）

　

大
崎
・
水
尾
線
林
道
を
継
続
事
業
と

し
て
開
設
工
事
を
進
め
ま
す
。

○
分
収
造
林
事
業 

（
3
、2
1
8
万
円
）

　

市
内
各
所
に
お
い
て
植
栽
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

○
新
規   

観
光
交
流
拠
点
駐
車
場
整
備 

事
業 

（
5
、7
2
6
万
円
）

　

天
地
人
博
（
仮
称
）
開
催
予
定
地
の

駐
車
場
用
地
買
収
お
よ
び
舗
装
工
事
を

行
い
ま
す
。

林
業
の
振
興

2

○
新
規  

大
河
ド
ラ
マ
「
天
地
人
」 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
費

 

（
1
億
4
、8
5
5
万
円
）

　

2
0
0
9
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
天
地
人
」
の
放
送
に
よ
り
、
南
魚
沼

市
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
主
人

公
直
江
兼
続
公
の
生
誕
地
で
あ
る
当
市

へ
の
来
訪
者
に
対
す
る
受
け
入
れ
態
勢

の
整
備
を
図
り
ま
す
。

○
新
規  

八
海
山
麓
観
光
施
設
管
理 

運
営
費 

（
4
、0
0
2
万
円
）

　

八
海
山
麓
ス
キ
ー
場
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
お
よ
び
勤
労
者
体
育
館

を
八
海
山
麓
観
光
施
設
と
し
て
、
指
定

管
理
者
に
管
理
委
託
す
る
に
伴
い
管
理

委
託
料
や
下
水
道
の
接
続
、
ボ
イ
ラ
ー

な
ど
の
修
繕
工
事
を
行
い
ま
す
。

○
新
規  

今
泉
博
物
館
道
の
駅
整
備 

事
業 

（
50
万
円
）

　

道
の
駅
と
し
て
整
備
す
る
た
め
に
必

要
な
事
項
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

○
観
光
振
興
事
業
（
6
、4
4
3
万
円
）

　

観
光
Ｐ
Ｒ
の
委
託
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
支
援
し
、
誘
客
を
図
り
ま
す
。

○
商
工
業
振
興
補
助
事
業

 

（
1
、1
3
0
万
円
）

　

商
工
会
の
経
営
指
導
員
の
設
置
お
よ

び
指
導
事
業
・
地
域
振
興
事
業
へ
の
補

助
、
地
域
活
性
化
事
業
へ
の
補
助
を
実

施
し
ま
す
。

○
中
小
企
業
金
融
制
度
事
業

 

（
5
億
4
0
1
万
円
）

　

制
度
資
金
の
預
託
、
信
用
保
証
料
補

給
な
ど
、
中
小
企
業
経
営
支
援
事
業
を

行
い
ま
す
。

○
地
場
産
業
振
興
事
業 

（
2
8
3
万
円
）

　

駅
前
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
整
備
の
償

還
金
の
補
助
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
企
業
対
策
事
業 

（
1
2
3
万
円
）

　

企
業
立
地
奨
励
金
と
し
て
、
地
元
雇

用
促
進
の
た
め
、
立
地
企
業
に
助
成
し

ま
す
。

○
雇
用
対
策
事
業 

（
9
1
8
万
円
）

　

南
魚
沼
職
業
能
力
開
発
運
営
協
会
負

担
金
と
し
て
、
2
人
分
の
人
件
費
を
負

担
し
ま
す
。
ま
た
、
自
主
的
出
店
者
へ

の
家
賃
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

○
労
働
者
福
祉
対
策
事
業

 

（
4
、0
6
0
万
円
）

　

県
労
働
金
庫
お
よ
び
県
労
働
者
信
用

基
金
協
会
へ
労
働
者
福
祉
増
進
の
た

め
、
預
託
な
ど
を
行
い
ま
す
。

観
光
の
振
興

3

商
工
業
の
振
興

4

雇
用
の
促
進

5
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○
庁
舎
整
備
事
業

 

（
1
億
3
、8
5
0
万
円
）

　

本
庁
舎
の
耐
震
補
強
、
空
調
機
器
の

改
修
、
電
算
室
の
改
修
工
事
の
実
施
お

よ
び
駐
車
場
の
拡
張
の
実
施
を
行
い
、

本
庁
舎
方
式
を
見
据
え
た
改
修
を
進
め

ま
す
。

○
新
規  

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化

事
業 

（
2
、3
7
0
万
円
）

　

平
成
19
年
度
の
3
地
区
に
お
け
る
パ

イ
ロ
ッ
ト
事
業
を
受
け
、
平
成
20
年
度

は
、
市
内
12
地
区
に
対
し
て
地
域
コ

ミ
ュ
二
テ
ィ
活
性
化
事
業
を
実
施
し
、

地
区
全
体
の
自
治
活
動
の
活
性
化
を
図

り
、
地
域
と
行
政
が
と
も
に
対
等
な
立

場
で
行
政
運
営
に
当
る
「
市
民
と
行
政

の
協
働
」
を
目
指
し
ま
す
。

○
市
民
憲
章
推
進
事
業 

（
13
万
円
）

　

市
内
の
小
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
を

対
象
に
、
市
民
憲
章
キ
ャ
ラ
バ
ン
と
し

て
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

○
集
落
振
興
事
業 

（
1
、3
0
5
万
円
）

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
事
業
補
助
金
と
し
て
、
5
つ
の
行

政
区
に
対
し
て
、
防
犯
灯
設
置
事
業
や

子
ど
も
神
輿
購
入
事
業
な
ど
を
支
援
し

ま
す
。

○
行
政
区
事
業
費
（
6
、4
8
2
万
円
）

　

各
行
政
区
の
活
動
に
対
し
て
交
付
金

で
支
援
し
ま
す
。

○
新
規 

消
防
庁
舎
改
築
事
業
費

 
（
5
0
0
万
円
）

　

消
防
庁
舎
の
耐
震
工
事
の
実
施
設
計

を
行
い
ま
す
。

○
新
規 

防
災
広
場
整
備
事
業

 

（
8
、7
0
9
万
円
）

　

六
日
町
市
街
地
の
避
難
場
所
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
市
役
所
の
防
災
機
能

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
本
庁
舎
脇
に
防

災
広
場
を
整
備
し
ま
す
。

行
財
政
運
営
の
効
率
化

1 第6
行
財
政
改
革
・
市
民
参
画

■
ま
ち
づ
く
り
の
目
標�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

市
民
と
築
く
あ
か
る
い
自
治
の
ま
ち

○
消
防
団
施
設
整
備
事
業

 

（
2
、4
8
0
万
円
）

　

消
防
団
配
備
の
小
型
ポ
ン
プ
付
積
載

車
4
台
お
よ
び
小
型
ポ
ン
プ
4
台
を
更

新
し
ま
す
。

○
消
防
車
両
整
備
事
業
費

 

（
3
、3
7
7
万
円
）

　

本
署
の
救
急
自
動
車
を
高
規
格
救
急

自
動
車
に
更
新
し
ま
す
。

　

湯
沢
署
の
指
令
車
を
更
新
し
ま
す
。

○
消
防
水
利
整
備
事
業

 
（
2
、6
0
0
万
円
）

　

国
庫
補
助
を
受
け
、
40
ト
ン
耐
震
性

貯
水
槽
を
4
基
建
設
し
ま
す
。

○
新
規 

辺
地
共
聴
施
設
整
備
事
業

 

（
4
5
4
万
円
）

　

平
成
23
年
7
月
に
、
現
在
の
地
上
ア

ナ
ロ
グ
放
送
は
終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
移
行
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

共
同
ア
ン
テ
ナ
を
有
す
る
組
合
に
対
し

て
、
国
、
市
で
補
助
金
を
交
付
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
化
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

○
賦
課
徴
収
シ
ス
テ
ム
管
理
費

 

（
1
、9
6
1
万
円
）

　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
シ
ス
テ
ム
導
入
の
た

め
の
電
算
シ
ス
テ
ム
準
備
作
業
お
よ
び

税
金
の
収
納
が
正
確
か
つ
効
率
よ
く
行

わ
れ
る
た
め
の
電
算
シ
ス
テ
ム
を
維
持

管
理
し
ま
す
。

○
Ｇ
Ｉ
Ｓ
整
備
事
業

 

（
1
、7
0
0
万
円
）

　

平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
ま
で
の

5
年
間
で
整
備
を
行
い
ま
す
。
大
縮
尺

地
形
図
の
整
備
、業
務
ご
と
の
地
図（
レ

イ
ヤ
ー
）
作
成
を
行
い
、
利
活
用
を
図

り
ま
す
。

○
交
流
事
業
費 

（
1
6
4
万
円
）

　

国
内
友
好
都
市
と
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
等
で
相
互
訪
問
な
ど
を
実
施
し
、

さ
ら
に
関
係
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

2

災
害
に
強
い
安
全
と

安
心
の
ま
ち
づ
く
り

3

高
度
情
報
化
の
推
進

4
交
流
の
推
進

5
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